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医療ソーシャルワーカーの被爆者支援と同行過程
一一苦悩を気遣い共に歩む一一
里 ι-w 石 日青 子
〔抄録〕
戦後，原子爆弾(以後，原爆)の被害がアメリカ占領軍や日本政府によって秘匿さ
れてきたことから， 原子爆弾被爆者(以後， 被爆者)への支援は， これまで日本の
ソーシャルワ ークが広汎には対応してこなかった領域である。 しかし，広島 ・長崎を
はじめ各地で被爆者の健康，生活相談に従事してきた医療ソ ーシャルワ ーカー (以後，
MSW) がいる。中でも，広島の 「原爆被害者相談員の会J(以後， r相談員の会J)






キーワード :被爆者，原爆小頭症患者，生活史，医療ソ ーシャルワ ーカー，修正版グ
ラウンデッド ・セオリ ー・ アプロ ーチ (M-GTA)
はじめに
現在， 核保有国では約 26，000発の核兵器を貯蔵，配備しているといわれている O それらは
広島や長崎へ投下された原爆の威力とは比べものにならないくらい強力であり，数千発が即時
発射態勢にあるといわれている(1)。 今なお，核兵器は人類の生存と世界平和を脅かし続けてい
る。 しかし， 1967年以降の核兵器全面禁止を骨子とする 「非核地帯条約」締結国が広がって
おりω，最近，欧米の核保有国の元政策責任者たちが次々に核兵器廃絶を唱え始めた(3)。核兵
器廃絶に向けた動きは世界の流れになっていることを実感する。


















被爆者に対する MSWの援助の過程でみられる現象を明らかにする O 特に極端に救済の遅れ
た原爆小頭症患者の事例と MSWの支援を通して，これまで日本のソ ーシャルワ ークが広汎










1 ~ 1 重複癌の発症
被爆 60年の 2005年はいつくかの被爆者調査の報告が行われた。その中で，広島大学放射線
















PTSD CPost-traumatic Stress Disorder;心的外傷後ストレス障害)は，第一次世界大戦









2005年に実施された 「被爆 60年アンケー卜 jC12) の結果では，今も健康不安を抱えている人は
約 9割，こころの傷は 8害Ijに達するという結果が出ている。物や音，においなど日常生活が






日常的に 「あの日に」呼び戻されるからだろう という O こう した被爆者の 「心の傷」の特殊性
は，原爆と放射能被害のすさまじさの証左でもあると言っている (3)。
2007年に行われた広島県被団協の調査(4)によっても，健康面への影響では，当時病気への
不安感があったとする人が 72%を占め 2割以上の人が被爆直後に貧血や下痢， 脱力感など
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の急性症状があったと回答している O 日常生活での不安についての問いには， 35%の人が
「被爆者は短命だとのうわさに悩んだ」と答え，29%が 「体力的に劣り，肉体労働が難しい」
と回答した。 10%の人が 「就職時に被爆者ということをかくして臨んだ」 とし，戦後，被爆
者が差別にさらされ，仕事を見つけることが困難だった実態が裏付けられた。また，婚約が破
談になるなど，結婚で問題が生じたとする人は 3害Ijおり，自分の子どもに被爆について話さな
かったと答えた人も 2割L、た。 被爆で家族を亡くした人を対象にした質問では， I残った家族
で懸命に生きょうと努力した」が 32%で，報復感情や憤りを覚えた人 09%)を上回った。
1 ~ 3 一人暮らしと要介護高齢者の増加




別を受けたことがある人は 20%で，そのうち，結婚における差別が 84%，就職が 17%で
あったことからも伺える。鎌田(16)は，原爆孤児は原爆孤老(17)となっていること指摘している。
広島市(18)を例に一人暮らしの実態を見ると，2002年には 65歳以上の人口で一人暮らし高齢







るC21l。 このような被爆者の高齢化問題は， 行政による経済的援護にとどまらず， 被爆者の医
療 ・介護についての総合的な援護策を必要としている。
!被爆者関連施策の問題点、




















給付し 「その福祉を図る」 ことを目的としている点は，戦後 23年目にしてようやく被爆者の
生活面への給付に若干の前進があったことを示している。1994年には， I原子爆弾被爆者に対
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3. 被爆者への医療ソーシャルワークの変遷
3-1戦後の被爆者相談
戦後，まだ日本にはソ ーシャルワ ークが発展していなかったために(34) 被爆者は当事者と
して相談活動を行ってきた歴史が長く，福祉専門職の援助が行き届いていない状況があった。
アメリカでは戦争の犠牲者や遺家族に対する援助の必要性からソ ーシャルワ ーク教育が進展
し(35) そのアメリカから日本にソ ーシャルワ ークが導入されながら，原爆被害が秘匿されて
きたことから，被爆者支援をソ ーシャルワ ークの課題として追求しえなかったと思われる。そ
のため，全国的な被爆者支援に関わるソ ーシャルワ ークについての詳細な記録は充分ではない







内容に苦慮していた。 そこで被爆者相談に従事する広島，長崎， 東京のMSW たちが， 被爆
30周年にあたる 1975年 1月 「原爆被害者問題ケールワーカー懇談会」 を発足させた。 被爆
者の実態を明らかにし，その解決のためにソ ーシャルワ ーカーの役割とケースワ ークの方法を



























努力を続けてきた。 8月6日の証言の集い，基本懇が答申を発表した 12月 1日には市民向け






















































年 社会状況及び制度 ・政策の変遷 川下さん生活史 MSW の支援
1945年 広島 ・長崎へ原爆投下 爆心 lkmで被爆，夫は爆死




1950年 原爆傷害調査委員会 (ABCC)が胎内被爆 離婚させられ，母子共で再婚させら
児の調査を始める れる。
「生活保護法」 長男里子に出される
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表 1 Kさんの生活史年表














1988年 原爆病院が広島赤十字病院と合併 原爆病院 MSWとの出会い，原爆小 原爆病院 MSW 原爆小頭症認定申
頭症認定申請，身体障害者手帳 ・療 請，身体障害者手帳 ・療育手帳 ・障
育手帳 ・障害者年金を取得 害者年金を取得を援助
1989年 原爆小頭直と Lて認定される，医療 原爆病院 MSW 原爆小頭症として











1997年 長女 障害者作業所に通所し始める 相談員の会 MSW:日常的な見守
り・相談援助
2000年 国連 ・NPT(核不拡散条約)再検討会議 相談員の会 MSW 日常的な見守
り・相談援助
最終文書で 「核兵器国は自国の核戦力の完 相談員の会 MSW 日常的な見守
全廃絶を達成するJことを 「明確に約束す り・相談援助
る」と明記
2001年 広島市と長崎市は被爆の実態を体系的に考 相談員の会 MSW 日常的な見守
える 「広島 ・長崎講座」の開設を各国の大 り・相談援助
学に呼びかけ
2002年 成年後見制度の検討を始める 相談員の会 MSW:日常的な見守
り・相談援助
2003年 原爆症認定集団訴訟始まる 相談員の会 MSW 日常的な見守
り・相談援助
2005年 被爆 60年 相談員の会 MSW 日常的な見守
国連 ・NPT(核不拡散条約)再検討会議 り・相談援助
2006年 証百の集いで証百活動 相談員の会 MSW 日常的な見守
り・相談援助
2007年 長女原因不明の歩行困難で入院 相談員の会 MSW 長男との関係修
長男への伝言 (母にインタビュ ーし 復のため被爆体験と生活史の中の恩
記録作成) いを聞き取り，記録作成。 成年後見
の手続き準備
2008年 証百の集いで証百活動 相談員の会 MSW:日常的な見守
り・相談援助
*村上須賀子 (2003) 原爆小頭症患者の現況とゾーシヤノレワーク，平和と公正とソーシャルワーク 国際ソーシャルワーカ一連盟 (]FSW)
第 17回アジア太平洋社会福祉教育 ・専門職会議報告に筆者が近年の生活史 ・MSWの支援等を追記した。
事例の概要







































に従った。また， M~GTA 研究会でス ーパー ビジョンを受けながら作業をすすめた。調査対
象は『相談員の会』に所属し被爆者支援を行っている(いた)会員で医療機関に勤務する(し
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2 )【共有の拡大】 ④ [悠りの共有]“納得できない理不尽への怒りを共有し重い現実を受け止めようとしてい
“地域社会の偏見の除去や医師をはじ る"
めとした医療従事者や市民への理解 ⑤ [ギャップに入り込む]“社会資源活用や関係調整のため医師と害、者，市民等々，周囲と
を求めて周囲の環境に働きかけてい のギャ y プに入っていくこと"
る" ⑥ [つなぎ広げる]“被爆者と社会資源，周囲の人々をつなさ，被爆者の生活や心の支えと
なる機会や場を広げる"





























“周囲の協力を得ながら柔軟に， そし ⑫ [くじけずに挑戦]“被爆者に配慮をしながら，周囲との柔軟な関係を作りつつ， くじけ
て最後まであきらめない前向きな姿 ずに挑戦すること"
勢で進む"
ていた) 11名の MSWである O 援助内容と特徴，留意点， MSWの役割等々について半構造
的インタビュ ー (2006 年 5 月 ~9 月)を倫理的配慮のもとで行った。なお， 被爆地であるた
め，質問内容に被爆者の親族の有無を加えたが，被爆者である MSWは含まれていない。
MSWの支援のプロセスについては， これまでの研究で日常生活や人生の節目での総合的支
援の過程について報告を行ったが(49) 本稿ではさらにデータの追加 (2007年 8月の再インタ









































とになったo その後は，居住地近くにある T病院の MSW(~相談員の会J..( [ギャップに入り込むJ1 
会員)へ援助を依頼し見守ってきたo : /[[孤立の防御
現在の Kさんの希望は長く離れて暮らしてきた長男との母子関係の修復













Kさんの姿があった。MSWは IKさんがす ζ いのはどんな場面長も被爆lよ([照射による奮起]
対する責任，戦争に対する責任は誰かを言うことであるJ， とその姿勢を讃 い怒り t共有]
川 貫反原爆]
えてL崎 。MSWは医療福祉現場を離れた今も Kさんからの相談があると:円理不尽に抗う】
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